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　662万円
　303万円
　511万円
2,608 万円
　233万円
507万円
247万円

3,325 万円
1億 1,579 万円

837万円
2,322 万円
1,175 万円

1,272 万円
2,017 万円
6,424 万円
226万円
159万円
1,219 万円

2億 5,195 万円

543万円
7,293 万円
243万円
1,071 万円
4,504 万円

7,141 万円
689万円
450万円

村民1人当たりの行政経費　803,383円　　　　　平成30年3月31日現在　人口　5,846人

【総務費】
　・交通安全及び防犯対策
　・広報おおひら発行
　・おおひらふるさと祭り
　・村民バス運行　
　・宮城県知事選挙
　・衆議院議員選挙
　・公用車購入（2台）
【民生費】
　・万葉すくすく子育て医療費助成
　・児童手当支給
　・敬老会
　・児童館管理運営
　・臨時福祉給付金等給付
【衛生費】
　・健康増進事業
　・予防接種
　・公立黒川病院運営
　・万葉のびのび子育て支援券助成
　・万葉ｻﾝｻﾝｴﾈﾙｷﾞｰ発電普及促進助成
　・し尿処理
　・ごみ処理
【農林業費】
　・農業委員会費
　・農業振興補助費等
　・畜産振興補助費等
　・森林管理，林業振興
　・大鮹用排水路整備
【商工費】
　・企業誘致及び雇用対策
　・おおひら万葉まつり
　・割増商品券発行

6,236 万円
6,366 万円
3,538 万円

1億 1,985 万円
4,288 万円
1,120 万円

1億 9,542 万円
1,684 万円

　1億 1,686 万円
　1,885 万円
　121万円

507万円
6,309 万円
965万円
1,190 万円
2,399 万円

324万円
690万円
166万円
2,888 万円
6,672 万円
769万円
6,097 万円
33万円

　9,982 万円
209万円

【土木費】
　・奥田大森線改良舗装
　・大瓜南側線改良舗装
　・尾西中山線改良舗装
　・塩浪団地線改良舗装
　・塩浪地区住宅団地整備
　・万葉の里・おおひら定住促進助成
　・公園維持管理
　・除雪・融雪
【消防費】
　・黒川消防署運営
　・大衡村消防団運営
　・災害対策
【教育費】
　・外国語指導助手 (ALT) 招致
　・給食センター管理運営
　・ふるさと美術館管理運営
　・大衡城青少年交流館管理運営
　・社会体育施設管理運営
　　（西部球場、体育館、屋内運動場、プール他２施設）
　・おおひら万葉こども園通園バス運行
　・スクールバス運行
　・和太鼓教室
　・万葉研修センター敷地整備
　・小学校体育館改修
　・小学校校舎 LED設置等
　・中学校敷地整備
　・成人式
【災害復旧費】
　・大衡村排水処理施設維持管理
　・明神揚水機維持管理

総務費
145,763円

民生費
148,310円

議会費
13,908円

衛生費
81,406円

公債費
60,277円

諸支出金
9,003円

災害復旧費
17,583円

土木費
164,244円

消防費
25,057円

商工費
21,558円

農林業費
30,681円

教育費
85,593円

一般会計の主な実施事業

○公営企業会計（水道事業会計、下水道事業特別会計、戸別合併処理浄化槽特別会計、宅地造成事業特別会計）に
　おいて資金不足は発生していません。

財政健全化法に基づき算定した健全化判断比率等については次のとおりです。
○平成２９年度決算に基づく健全化判断比率（一般会計等）

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

指　　標
－
－

９．０％
－

判断比率
財政運営の深刻度を示すもの　※実質赤字額なし
財政運営の深刻度を示すもの　※実質赤字額なし
資金繰りの危険度を示すもの　※基準25％未満
今後の財政を圧迫する可能性を示すもの　

備　　考

４平成30年10月号 №634

平成29年度一般会計決算報告
歳　入
　歳入総額は４９億１，４４０万円で、前年度比で２億９，９１５万円 (６．５％)の増加となりました。このうち村税や財産収入、繰
入金等の使い道が自由な財源 (自主財源 )は２５億４，４２３万円で、歳入全体の５１．８％を占めました。
　自主財源の大きな柱である村税は１４億９，４６８万円で、前年度比で６７８万円（０．５％）の増加となりました。また、依存財源
である地方交付税は９億３，９５９万円で、１，３９８万円（１．５％）の増加、国庫支出金は６億３，２６７万円で、保育対策総合支援
事業（認可化移行改修等）や塩浪地区住宅団地整備（公園整備）事業が影響し、７，８９８万円 (２．２％)の増加となりました。
歳　出
　歳出総額は４６億９，６５８万円で、前年度比で４億５，８７２万円 (１０．８％)の増加となりました。
　主な事業は、塩浪地区住宅団地整備事業、奥田大森線改良舗装事業、大瓜南側線改良舗装事業、尾西中山線改良舗装事業、小学校
体育館改修事業、中学校敷地整備事業などです。

１．人件費・・・・・議員や職員の報酬、給料、手当など
２．公債費・・・・・借入金の返済に充てる費用
３．扶助費・・・・・医療費の助成や児童手当など
４．普通建設事業費・道路や建物などの建設費や用地購入費など
５．物件費・・・・・賃金、旅費、需用費、交際費、委託料など
６．補助費等・・・・負担金や補助金など
７．繰出金・・・・・特別会計等の運営助成経費

◎投資的経費…道路、橋、公園、学校などの建設費で、社会資本整備に要す
　　　　　　　る経費。普通建設事業費と災害復旧事業費から構成
◎義務的経費…支出が義務付けられ任意に節約できない経費で、極めて硬直
　　　　　　　性の強い人件費や扶助費、公債費から構成

〔依存財源のその他の主な内訳〕

・地方消費税交付金
　　1億 5,895 万円（3.2%）
・地方譲与税
　　　　4,773 万円（1.0%）
・国有提供施設交付金
　　　　2,763 万円（0.6%）
・ゴルフ場利用税交付金
　　　　1,595 万円（0.3%）

繰入金
3億4,195万円
　　（7.0%）

繰越金
2億5,739万円（5.2%）

その他
4億5,021
　　　万円
　（9.1％）

地方交付税
9億3,959万円
　（19.1％）

村　　　税
14億9,468万円
　　（30.4％）

村　債
2億6,370万円
　（5.4％）

国庫支出金
6億3,267万円
　（12.9％）

県支出金
1億8,995万円（3.9％）

その他　3億4,426万円（7.0％）

歳入総額
49億1,440万円

農林業費
1億7,936万円（3.8％）

総務費
8億5,213万円
　（18.2％）

公債費
3億5,238万円
　　　（7.5％）

教育費
5億38万円
　（10.7％）

衛生費
4億7,590万円
　（10.1%）

商工費　1億2,603万円（2.7％）

民生費
8億6,702万円
　（18.5％）

土木費
9億6,017万円
　　（20.4％）

消防費　１億4,648万円（3.1％）

歳出総額
49億9,658万円

51.8
％　

48.2
　％

議会費　8,131万円（1.7％）
諸支出金　5,263万円（1.1％）

災害復旧費　1億279万円（2.2％）

普通建設事業費
7億7,939万円　　
　　（16.6％）　　　　

人件費
6億2,415万円
　　（13.3％）

公債費
3億5,238万円
　（7.5％）

物件費
6億4,774万円
　（13.8％）

補助費等
7億4,780万円
　（15.9％）

その他
5億8,071万円
　　　　（12.4％）

扶助費
4億7,315万円
　（10.1％）

〈地方財政状況調査による分類〉

繰出金
4億5,155万円
　（9.6％）

災害復旧費　3,971万円（0.8％）

その他の経費
　51.7％

義務的経費
　30.9％

投資的経費
　17.4％

性質別歳出の内訳

　固定資産税
10億5,218万円

　（70.4％）

　村民税
3億7,426万円
　（25.0％）

軽自動車税
1,965万円（1.3％）

村税の内訳
14億9,468万円

たばこ税
4,859万円（3.3％）

〔自主財源のその他の主な内訳〕

・財産収入
　　1億 494万円（2.1%）

・使用料及び手数料
9,803 万円（2.0%）

・諸収入
３億 723万円（6.3%）

・寄附金
785万円（0.2%）


